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「ハトマークグループ・ビジョン2025」に基づき
　　会員目線のデジタル化を推進

　令和 4年の年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げ
ます。
　昨年は年初より緊急事態宣言、まん延防止等重
点措置が断続的に発出され10月に漸く解除されま
したが、年末より再びオミクロン株の脅威にさら
されております。
　このような中、我が国の GDPは年率換算でマ
イナスとなり、諸外国でプラスに転じているのに
比べ遅れが目立っております。加えて昨今の原油
高や円安が日本経済にどのような影響を及ぼすか
不透明な状況です。
　昨年末の税制改正では商業地の固定資産税の税
額上昇分半減 2. 5％、ローン減税では環境性能別
制度導入・既存住宅の築年数要件緩和などが実現
され、不動産・住宅産業に対し一定の配慮がなさ
れたことは評価に値するものと自負しております。
　また、補正予算にて「こども未来住宅支援事業」
が策定され、子育て世代の住宅費負担支援強化や
住宅分野の脱炭素化について政策誘導がなされ、
岸田政権の掲げる中間層への手厚い分配政策が実
現されました。

　本会では昨年、新たな中期 5カ年計画「ハトマー
クグループビジョン2025」を策定し、「会員が住
生活サポーターとして選ばれるための各種施策の
実現」を掲げ、各種戦略テーマの設定・課題に基
づく事業を抽出し、ロードマップを示しました。
令和 4年は実質的なスタートの年であります。
　これらに基づき、 5月の改正宅建業法施行によ
る非対面取引に備えた電子契約システムの導入、
BtoB 機能を充実した新流通システムの稼働、
Web 法定講習システムの整備など引き続き会員
目線での業務のデジタル化を推進して参ります。
　特に会員の取引業務をサポートする業務支援サ
イト「ハトサポ」は既に約 8万社の皆様が登録さ
れており、今後ともより一層コンテンツの充実を
図っていく所存です。
　また、 4月の成人年齢引き下げに併せ若年層向
けに取引啓発を行うとともにハトマークの更なる
ブランディングを図るため、ハトマーク・宅建協
会を対外的に PRするルール作りにも着手します。
　終わりに皆様のご健勝並びに「衣食住」の一翼
を担う政策産業である不動産業の更なる発展を祈
念し、新年の挨拶とさせていただきます。
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